
Biological Information 生体情報学 Ⅰ 

 
 

I ゼブラフィッシュをモデルとした 
脳神経系と神経堤由来器官の発生・機能の 

分子遺伝学およびイメージング解析 

Imaging and molecular genetic analyses of development and function of the nervous system 
and neural crest-derived organs in the zebrafish 

 
八田公平・池永隆徳 
Hatta, K., Ikenaga, T 

 
 ゼブラフィッシュは胚が透明で発生が早く、遺伝学的手法に優れたヒトをふくむ脊椎動物のモデ

ルである。本年度は、熱ショックタンパク質の制御配列を持つトランスジェニックゼブラフィッシ

ュにおいて、局所的に赤外レーザーを照射することによって外来遺伝子を誘導する方法(IR-LEGO)
によって、特定波長の光によって神経細胞の興奮性を制御できるチャネルロドプシンをゼブラフィ

ッシュ幼生の脳に発現させることにより、ゼブラフィッシュの各種の運動に関わる神経系の解析を

行った。それ以外にも様々な蛍光タンパク質などを発現させることで、神経回路の発達や機能を調

べている。また、魚類後脳に存在し、頭皮遊泳行動の制御に関わるマウスナー細胞におけるグリシ

ンや GABA などの抑制メカニズムについて、組織化学的な解析を行った。さらに SPring-8 におけ

る高分解能 X 線 CT 法による脳の 3 次元構造の解析も引き続き行っており、より鮮明な画像を得る

ための染色法の確立と、それを用いた脳構造の定量的な解析法の検討を行った。 
  
 

Ⅱ ホヤをモデルとした神経系の発生と機能の研究 

Nervous system development and function in the ascidian larva 
 

中川将司・八田公平 
Nakagawa, M, Hatta K. 

 
 ホヤは脊椎動物と同じ脊索動物門に属し、脊椎動物に最も近縁な動物である。ホヤ幼生の神経系は 
たった 200 個足らずの細胞から構成されているにもかかわらず、その基本構造は脊椎動物のものと

共通している。脊椎動物の複雑な神経系の発生機構および生理機構を理解するうえで優れたモデルと

なる。ホヤ幼生の神経回路網とその機能について研究している。ホヤ幼生の特定の細胞に Ca2+指示

タンパク質カメレオンをさせ、神経細胞の応答を計測すると共に、光によって神経活動を制御できる

チャネルロドプシンやハロドプシンを用いて、特定の神経の活動と行動との関係を調べている。 
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